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             ThorensTD124の導入(7) 

           －フォノイコライザーの検討(2)－ 

 

１． 始めに 

 前報(6)に引き続き、フォノイコライザーについて試聴していきます。 

 

２．ThorensTD124の試聴方法 

 前報(6)の Brooklyn DAC+のフォノ入力に引き続き、iPhono で試聴します。iPhono

もMCダイレクトポジションとMMポジションがあり、これまでの経験からトラン

ス経由の MM ポジションを選択し、iPhono の出力を TruPhase に入力します。ま

た、iPhono2 台を L/R 独立使用とし、電源は iPower 経由とし、DC ケーブルには

iPurifierDCとフィルタライザーとアモルメットコアを装着しています。 

    

カートリッジは、SPU Synergyとし、トランスを前報(4)においてニュートラルでも

っとも細かいニュアンスが聴き取れたMy Sonic Stage 1030を使用します。 

 試聴音源は、前報(6)と同様、聴きなれた下記を使用しました。 

    LONDON SLC 1138 

ファリャ 三角帽子 

      アンセルメ指揮スイスロマンド 

     ARCHIV(日本ポリドール)  28MA 0020 

      J.S.Bach チェンバロ協奏曲 

      トレヴァー・ピノック指揮イングリッシュコンサート 

harmonia mundi（Deutche） KUX-3248-H 

      ミトマニア 

      ベーレン・ゲスリン 



キングレコード SKA-104 

愛と自然の歌 

      倍賞千恵子 

 

３．ThorensTD124の試聴方結果 

iPhono の出力を TruPhase に入力し、iPhono は、RIAA カーブ、Columbia カーブ、

Deccaカーブが選択できますので、TELDECカーブに近い Deccaカーブにしてみま

す。 

三角帽子は、音の立ち上がりや切れ込みはそれほどでもありませんが、バランスのと

れた聴きやすい音がします。 

 チェンバロ協奏曲は、解像度はそれほどでもありませんが、おだやかでウオームな

バロックアンサンブルの再生となります。 

 ミトマニアは、ボーカルの抜けはさほどでもありませんが、ウオームでバランスが

とれており、バックの古楽器の質感も確保されています。 

 倍賞千恵子は、おだやかで聴きやすいウオームなボーカルです。 

 同じソリッドステートのフォノイコライザーでも、前報(6)の Brooklyn DAC+の透

明度の高いクリーンな音に対し、iPhonoはおだやかでウオームな音がします。 

 

４．まとめ 

iPhonoは、解像度はそれほどでもありませんが、おだやかでウオームな音がしま

す。 

 

以上 

 


